
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 
 

 

 

  
 

 

 

 

令和６年９月 11 日 

宜野湾市立はごろも幼稚園 

TEL ９４２－２０５０   

仲松 由喜子  

 2 学期が始まり、２週間が経ちました。夏休みに体験したことを再現して遊ぶ子や 1 学期におこなった遊びを

思い出し友達を誘い合って遊びを進める子など、それぞれがやりたいことに向かっています。 

 2 学期は、子ども達が同じ目的に向かって進んでいく体験を積み重ねながら、大きく成長できる時期とな

ります。その過程の中で、いろいろな感情も体験すると思いますが、それぞれの経験が後に、充実した幼稚

園の生活につながっていくよう私たちも努めてまいります。 

 ＊＊＊子育て支援室をオープンします＊＊＊ 
 はごろも幼稚園には、子育て支援室があります。６畳ほどの個室ですが、靴箱、水道、クーラーなど設備

が整っています。夏休みに職員が整理整頓し活用できるようなりましたので開室します。小さいお子さんと

お母さん方がゆったり過ごせたり、お母さん同士のつながりが生まれたり、教育相談などでも利用できると

いいなあと思っています。未就園児お連れの保護者の方々、以下の時間、どうぞ、ご利用ください。 

月・水・金（10：00～12：00）、火・木（12：00～14：00） 
9/17（火）から開室予定です！！（入口にボード案内を出します） 

ご利用されて、お気づきの点などありましたら、ぜひ教えていただきたいと思います。 

【保育の日常よりエピソード】残念だったけど大切な体験～A さんのお母さんの思い～ 

 ３日(火)のプール遊びは、楽しみにしている子が多く、A さんもその一人でした。家でも前日から自分で

準備をしていたそうです。しかし、プール遊び当日、A さんは、プールカードは持っているものの、プール

バッグを忘れてしまったとのこと。担任は、A さんのお母さんに電話を入れました。すると、お母さんは

「分かっているんです…。でも本人に気づかせたい思いもあるんです。…」とのこと。いろいろなことに興

味を持ち活発な A さんは、つい自分の持ち物を…ということがよくあります。そんな A さんのことをよく

把握されているお母さんの我が子への思いを聴けました。その日、A さんはプール遊びを見学することにな

りました。A さんにも、お母さんの思いは届いていたようです。 

 我が子が困ることなくという思いもありますが、長い目で見て考えたとき、大切なことを味わわせること

も必要だなと A さんのお母さんに教えていただいた出来事でした。 

 

年中児、プール見学。 

今度は、ぼくたちも入りた

いな・・・ 

友達の広がりが 
あらゆるところで・・・ 

夏休みで長く伸びた草を抜き 

キレイにしてくれました。 

 
これ、知ってる～ 

 5 年生と日常的な交流を！～人との関わりを広げて～ 

2 学期より、5 年生のお兄さんお姉さんが木曜日の昼休みに幼稚園に遊びにきます。早速、５日(木)来て

くれました。短い時間の関わりとなるのですが、これを積み重ねていく中で、少しずつ関係性ができ、小学

校への憧れや期待となっていくのではないかと思っています。 

 

 

  

夏休み、色んなニュース
がありました。共有し合
って視野が広がります。 

 

この実でピクミ

ン作れるよ！ お 
お兄ちゃん達、
楽しそう 


